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血圧測定は離床時の有害事象に影響するか

離床時のリスク管理として、血圧測定は主要
な方法である。我々は先行研究 1) において、職
種により、離床時の血圧測定の頻度に違いがあ
ることを明らかにした。この度、離床時の血圧
測定の有無により、有害事象の経験に差がある
か調査をしたので報告する。

結果 1より、離床時に血圧を測定すると回答
した者が多数であった。離床時に血圧測定をし
ないと回答した者は、代わりに患者状態を確認
する方法として、脈拍の測定や自覚症状の観察
など、フィジカルアセスメントを行っていると
回答した。
結果 2より、血圧測定の有無によって、「痙
攣」と「転倒・転落」については 2群間で有意
差を認めたが、その他の項目については差を認
めなかった。特に、血圧測定により得られる循
環アセスメントと直接関連する、昇圧剤の増量、
ショック、失神、循環状態の悪化、について発
生経験に差を認めなかった。このことから、臨
床においては、離床時の血圧測定に頼った評価
ではなく、フィジカルアセスメントを含めた循
環系のパラメータを総合的に評価することが重
要と考えられる。

調査期間：2018年5月18日～ 2018年5月21日
調査対象：日本離床研究会教育講座のアンケー
トのうち、離床に直接関わる回答者657名
対象職種：医師、看護師、理学療法士、作業療法士、
言語聴覚士
調査方法：質問紙法
●設問
Q1. 2 回目以降の離床に関わる際に血圧測定は

行いますか
Q2. 今まで離床に関して経験したことのある有

害事象を教えてください
●方法
離床時に血圧測定をする群としない群の 2群に
分け、離床時に経験した有害事象について調査
を行い、その割合について検討した。群間にお
ける割合の差については、カイ二乗検定を用い、
有意水準 5%未満を有意差ありとした。
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結果1　2回目の離床時に血圧測定を行うか
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結果2　離床時に経験した有害事象


